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Abstract   The ubiquitous robot is a special service platform to provide informative and physical services to users in it 
when they need. As a ubiquitous robotic device, we propose an electrical sticky note named “FUSEN 
(Flexible and User-intuitive Service using Electric Note)” which utilizes multi-functional active RFID. A 
user can add his/her intention to the “FUSEN” through the attaching action, and the action makes the 
relation between the user’s intention and the attached object. In this paper, we study the functional 
requirement and the specific features of the “FUSEN” as a ubiquitous robotic device. Finally we propose 
software architecture of the “FUSEN” based on RT-Middleware. 
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1．はじめに 
我々は，コンピュータやセンサ，さらにはアクチュエータ

などのロボットを構成する機能要素を空間内に分散配置する

ことにより人やパーソナルロボットに対して情報的かつ物理

的な支援をする“ユビキタス・ロボット”を提案している[1]．
分散されたセンサやアクチュエータを利用することでユビキ

タス・ロボットはユーザが望むときに好むサービスを提供す

ることが出来る．これらの潜在的なサービスを提供するため

には人にとって直感的かつ馴染みやすいインタフェースが望

まれる．  
一方，人間生活環境においては，このような直感的かつ馴

染みやすいツールとして付箋のような簡易メモ帳を用いる場

合がある．人は，一つの付箋というツールを用い，様々な場

面で利用し，様々な情報を扱っている．こうした人の生活の

中で長く利用されてきている道具の特徴をインタフェースに

応用することは有効である．そこで，RFIDに付箋の特徴を付
加することで，付箋と同様に直感的な利用が出来るインタフ

ェース“FUSEN (Flexible and User-intuitive Service using Electric 
Note)”を提案する．FUSENでは，RFIDを利用する事で，付
箋とユビキタス・ロボットを結びつけ，貼るといった行為で

物理的なサービスを受けることが出来る． 
本稿では，FUSENで用いるソフトウエアプラットフォーム

について検討する． 

2．FUSEN : Flexible and User-intuitive Service 
using Electric Note 
人は様々な場面で情報的な関連付けとして付箋を利用して

いる．例えば簡易なメモ帳であったり，重要な場所を知らせ

る為のブックマークであったり，利用方法は様々である．図

1 に付箋の利用場面を示す．これらの利用方法から，付箋の
持っている特長に着目すると以下のように整理することが出

来る． 

x 使うときに自在に様々な場所へ貼り付けられる． 
x 情報を記録し，貼り付けられた“場”と関連性を持つ． 
x 情報は恒久的なものではなく一過性のものである． 
以上の特徴から，付箋は多様な場面で使う事が出来るツー

ルであり，貼り付けられることによってユーザが期待する情

報 (機能) を発信することができる．さらには，使う“場”
と付箋の持つ情報が強く関連付くことが特徴である．ここで

言う“場”とは，空間的な“場”のみならず，環境や状況を

も含めた“場”である．例えば，付箋に「今日は 17時に帰宅」
という情報を記載するとき，その付箋がユーザ自身のデスク

に貼る付けられている場合はリマインダとしての機能を持ち，

その付箋が食卓の上に貼り付けられている場合は伝言メモの

役割を果たす．つまりは使う“場”(パーソナルスペースとコ
モンスペースなど) によって同じ付箋が異なる機能を発揮す
ると言う事である． 
一方で，ユビキタス・ロボットではキーデバイスとして無

線機能を有する RFIDが提案されている[1]．RFIDは，情報の
保持と，任意の場所に設置できるという点において，付箋の

持つ機能の一部を実現しているといえる．我々は，こうした

無線通信機能を有するデバイスに対し，付箋の持つその他の

 

Fig.1 FUSENの使われ方 

第8回システムインテグレーション部門講演会(SI2007)（2007年12月20日 ～ 22日・広島）                             SY0012/07/0000 - 0107 © 2007 SICE 
 
- 107 -



機能を実現することによって，付箋と同様に貼り付ける行為

による利用者の意図を反映した直感的かつ一過性のサービス

を提供することが可能となる．  
図 2 は貼り付けるという付箋の機能を RFID に付加するこ
とで実現する FUSENアプリケーション例である．FUSENを
壁や物体など好きな場所に貼り付けることで，貼り付けられ

た場所の環境モニタリングとしても利用でき，PC上で貼り付
けた位置の電子ファイルを直感的にコピーすることも可能で

ある．図 3 は“場”を考慮した FUSEN アプリケーション例
である．FUSEN の貼り付けられたエリア (スポット) での機
器の操作が可能である．スポットごとに異なったサービスを

提供することも可能となる． 

3．ソフトウエアプラットフォームの検討 
3.1 RTミドルウエア 
ユビキタス・ロボットでは，多様なロボット要素（センサ

やアクチュエータ，CPU）が分散配置され，それらを統合し
たシステムであることから，RTミドルウエアの適用が可能で
ある．ユビキタス・ロボットに於けるインタフェースも同様

のソフトウエアプラットフォームを採用することで，容易に

システムの構築が可能となる．そこで，FUSENへの RTミド
ルウエアの適用を検討する． 
また，対象となる CPU は粒度の小さいものが想定される．

そこで，こういった粒度の小さい CPUに対応した軽量 RTコ
ンポーネント (RTC-Lite [2]) を利用する． 

3.2 必要な機能の検討  
 FUSENは，貼る（若しくは近づける）という行為によって
ロボットなどの自動機械へ，その物体に関する一過性のサー

ビスを行わせるという特徴を持つ．従って RT ミドルウエア
でこういったシステムを構築するには一過性のサービスに適

したアーキテクチャで組む必要がある．つまりは，静的（恒

久的）な RTシステムではなく，動的な RTシステムを組む事
が適している．そこで，こういった RT システムを構築する
上で，以下の追加機能について検討する． 
A) RTコンポーネントの Plug & Playを実現する枠組み． 
B) 多様なネットワークを統一的に扱う RTC-Liteの枠組み． 

 A) RT ミドルウエアでは既知なコンポーネント同士を接
続することが出来る．しかしながら，動的に未知なコンポー

ネントが立ち上がるシステムでは，未知のコンポーネント同

士を接続することは困難である．このように立ち上がるコン

ポーネント同士を動的に繋げる為のPlug & Playの機能は必要
である．Plug & Play を実現する為に，各コンポーネントに
XML 形式でプロファイル (ex. カテゴリ，キーワード) を与
える．ここで言うカテゴリキーワードとは対象となるコンポ

ーネントに関連したワード (ex. 色，雰囲気，材質など) の事
である．このプロファイルを利用することで，接続可能なコ

ンポーネントを検索し，動的に繋げる事が可能となる (図 4)． 
 B) FUSEN環境下では多様な機器が分散されており，それ
らは LANのみならず，ZigBeeや Bluetoothなど様々な通信路
であることが想定される．そこで，図 5のように多様な通信
路においても統一的に扱えるRTC-Liteが望まれる．その為に，
プラットフォーム側RTC-Lコンポーネント及びプロキシコン
ポーネントの通信路に依存する部分を抽出し，通信路ごとに

通信用モジュールを用意する事で，多様なネットワークへの

RTC-Liteの統合が可能となる． 

4．終わりに 
 本稿では，付箋に着目したインタフェースコンセプト
“FUSEN” を提案した．さらに，FUSENにおけるソフトウエ
アプラットフォームについて議論し，必要な要素技術の検討

を行った．今後は検討を行った要素技術について実装を行い，

その有効性を検証する． 
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Fig.4 プロファイルによるファイル検索及び Plug & Play 
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Fig.5 様々なネットワーク上の RTC-Lite 

 

FUSEN
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Fig.2 貼り付ける行為によるFUSENアプリケーション例： 
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Fig.3 “場”を考慮したFUSENアプリケーション例： 
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